
4．吸収性害虫 

1 ）力メムシ目（半翅目）Hemiptera (Bugs) 

徴小ないし大型。卵形または長形、しばしば扁平。頭部は自山で一般 

に前日式で下冂式のものもいる。口器はセミの口吻のように引状で吸収 

に適応した形態となる。触角は2 -10節。複眼は大型、翅は1対（カイ 

ガラムシの雄）ないし2対で欠くものもいる。前翅はカメムシ亜目では 

一般に半翅鞘と呼ばれるように基部が厚化し、末端は膜質となる。ョコ 

バイ亜目では全体が膜質となる。脚は歩行あるいはそれたけでなく、跳 

躍、開掘、捕獲、逝泳に適応するが、一部のカイガラムシ類では欠く。 

徐節は1 -3 節。腹部は2 -10節で、第1節はほとんど退化する。雄の 

カイガラムシ類は尾毛をそなえる。食植性と捕食性、陸棲と水棲と生息 

範囲は広い。昆虫の中で直接あるいは間接的に人類に最も関係が深く多 

くの重要害虫がいる。植物に対しては汁液を吸収し哀弱させるたけでな 

く、刺し傷から各種の病原菌を媒介する種類がいる。ョコハイlij目の種 

類ではダニのように繁殖力が強く、そのため被害も著しい。漸進変態を 

とるロ 

1 -i ）ョコバイ亜科（同翅亜目）Hornoptera 

(1）アワフキムシ科Aphrophoridae (Iroghoppers, spittle bugs ) 

甲眼は2個または欠く。触角鞭状部は太い基部と細い棟毛部からなる。 

後脚は基節か円錯形で側方に広がらず、脛節は円筒状で1 -2 木の軌と 

先方に徴軌群をそなえる。跳躍できる。全種が食牽画性で一般に若虫は泡 

または唖液に包まれて生息する。コガシラアワフキ科を含む広義のアワ 

フキムシ科(Cercopidae) は全世界から約330属2,300種が知られてい 
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4。吸収性害虫

1) カメムシ目 (半紐目)Hem-ptera(Bug

微小ないし大型。卵形または長形、しばしば周平。頭部は白山で-一般

に前 Liitで--ぐn式のものもいる。 n器はセミの口吻のように岳1状で吸」1又

に適応した形態となる。触角は 2~10 節。複眼は大型、紐は 1対 (ガイ

ガラムシの雄) ないし2対で欠くものもいる。前紐はカメムシ亜目では

一般に半遡鞘 と呼ばれるように基部が厚化し、木端は'晩質となる。ヨコ

バイぼEEIでは全体が!膜質となる。脚は歩行あるいはそれたけでなく、跳

躍、聞挿そ、捕獲、遊泳に適応するが、一部のカイガラムシ類では欠く。

徐節は 1~ 3節。腹部は 2~10 節で、第 1節はほとんど退化する。雄の

カイガラムシ類は尾毛をそなえる。食植性と捕食性、陸棲と水棲と生息

範囲は広い。昆虫の中で直接あるいは間接的に人類に最も関係が深く多

くの重要苦虫がいる。植物に対しては汁液を-吸収し衰弱させるだけでな

く、刺し傷から各種の病原菌を媒介する種類がいる。ヨコバイ亘11月の種

類ではダニのように繁殖力が強く、そのため被害も著 しい。漸進変態を

とる。

1ー 1) ヨコパイ藁科 (同麹亜 目)Homoptera

(1)アワフキムシ科 A phrophoridae(froghoppers,sp1ttle bugs )

単眼は 2個または欠く。触角靴状部は太い基部と細い疎毛部からなる。

後脚は基節か円錐形で限り方に広がらず、輝節は円筒状で 1~2 木の疎と

先方に徴妹群をそなえる。跳躍できる。全種が食植性で一般に静虫は泡

またはー唖液に包まれて生息する。コガシラアワフキ料を含む広義のアワ

フキムシ科 (Cerぐopidae) は全世界から約330届 2,300種が知られてい
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る。熱帯に種類か多い。 

C'osmocan'a re/ala Distant の成虫はiSniar.頭部と前胸背は赤黄色、 

前翅は青黒で赤紋がある。インドやパキスタンでArtocaipas in leg 

pグbha の新梢や果実を加害し、南イントでは重要害虫にされている。 

なお、この木の新梢と葉にはClovia lineaticollis Motsehuiskyかつく。 

Beesoniella sylvestns の成虫は体長6 arm てピャクダンにつく。 

/ 

図-10 Seesoniefla syivestris 

成虫（体長約6 mm)(F3eeson より） 

Maeliaeiりm plam/iae Distantは体長12mm、小楯板は曲った大きな突起 

となリ腹部を越えて後方に伸びる。 イ ンドに生息し、ZIZ)彡hIバ 

niaunteana の新梢、葉や花の組織中に産卵する。存虫は新梢や葉柄に 

定着し、旺門から透明な泡状の液を出してプラスチック様の管をつくり、 

この中て生活する。P/ye/us grossus Fabncius はガーナて、Sesbania 
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Ptyelus grossus 

左 コ口ニー右．成虫（体長約l8mm) 

(Wagne「 らより） 
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る。熱帯に種類か多い。

Coy 陀ひじ硝化 川毎如 D1s[ant の成 虫は 15佃、頭部 と前胸 背は赤黄 色、

前遡は青黒で赤紋がある。イン ドやパキスタンでArわmm ′fs mfeg

rあ卿 の新不肖や果実を加害し、南インドでは重要害虫にされている。

なお、 この木の新梢 と葉にはα御畝 毎?徴 Z′"‘応 Motschulsky かつ く。

Beesome ‘腐 りぼりes庁zsの 成 虫 は 体 長 6 m--て ビ ャ ク ダ ン に つ く。

図 一 70 Beesoniefia syivestris

成虫(体長約 6mm)(Beeson より)

掴"橋〃eror‘zp 市摺れαe Distant は体長 12mB、小橋板 は RIト)た大 きな突起

とな り腹 部 を越 えて後 方に伸び る。 イ ン ドに生息、し、為幼少′′〃s

77z破戒ぎのせαの新梢、葉や花の組織中に産卵する。仔虫は新梢や菜柄に

定着し、虹門から透明な泡状の液を出してプラスチック様の管をつくり、

こ の 一1て 生 活 す る。 P か8た始 gγos跳 s FabrlciL 遮 は ガ -…ナ て、 Sesb‘7izm

図 一 71 PtyefusgrossUs

左 ,コロニー 右 ,成虫 (体長約 18mm)

(Wagner らより)
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grandcflora に普通の市要害虫で、乾期初期に多い。仔虫は20 -40頭か 

集った0 泡のコロニーを単木に1 -3 個つくる。インドにはチークの葉 

に寄生するPljyniatostellm (Iesc/laniJ〕s, Lethierry とPり'eliお nebulus 

Tui tonか知られている。 

(2）コガシラアワフキムシ利 Cercopidae (spittle bugs) 

アワフキムシ科に似るが、次の点で区別できる。前胸背は大型で頭部 

より幅広く、触角上方に厚化した片状縁を持ち、複眼問の前線は直線か 

またはわすかに湾曲し、前側縁は後側縁と等長か長く、額は末端に膨れ 

るなどで区別できる。甘蔗のバイラス病を媒介するTomaspis sac 

clwnna Distantかいる。 

(3）セミ E Cicadidae (cicadas) 

大型種。単眼は3個て複眼間に三角形に位置し、口吻は長く明らかに 

頭部からIlじ、触角は棘毛状。前脚腿節は太い。普通雄は腹部腹面基部 

によく発連した鼓膜器官をそなえる。雌は大きな産卵管をそなえる。雌 

は雄の鳴戸に誘致される。卵は枝の組織の中に列状に産下される。仔虫 

は淡色、右歯の開掘脚を持ち、地巾で植物の根を摂食する。成虫の吸汁 

痕が材質劣化の原囚になることかある。全世界から140属約1,500種か知 

られている。 

Pa ha vi'a casya加a Distantはカシミルの針葉樹林でCe請is deodara や 

ョーロッパトウヒなどの小枝や幹に産卵するが、高密度寄牛の小径木は 

産卵の傷痕によリキlII死することがある。 

(4）ツノセ’ミ利 Mernbrscidae (treelioppers) 

前胸背は大きく後方に長く伸び棟、鈎、癌などの突起かあり奇妙な形 

態をしている。跳躍できる。触角は複眼の前方下から生し、多数節から 

なる。単眼は2個。後脚基節は横長。菓や枝に群棲あるいは列棲し吸汁 

-145一 

gmノば前の惚に普通の市要害虫で、乾期初期に多い。仔虫は20~40 頭か

集 った。泡の コロニーを単木 に 1~3 個つ くる。インドにはチークの葉

に 寄 生 す る P勿り川 !o財疎ん‘z ぬ scゐ"“ゆs? Lethlerry と P1yβ/′rs 77gか‘‘瓜

Tu・ton か知 られている。

(2)コガシラアワフキムシ科 Cercopldae(spittle bug

アワフキムシ科に似るが、次の点で区別できる。前胸背は大型で頭部

より幅広く、触角上方に厚化した片状緑を持ち、複眼間の前線は直線か

またはわすかに湾曲し、前側緑は後ィ"騎乗と等長か長く、額は末端に膨れ

るな どで区別できる。‐甘薦のバイラス病を媒介する 伽m字zss"ひ

じ勿αmm D1stant か い る。

(3)セ ミ不;十C1cadidae(clcadas)

大型種。単眼は 3個て複眼間に三角形に位置し、口吻は長く明らかに

頭部から4 じ、触角は疎毛状。前脚腿節は太い。普通雄は腹部腹面慕部

によく発達した鼓膜器官をそなえる。雌は大きな産卵管をそなえる。雌

は雄のEIgjもに誘致される。切りは枝の組織の中に列状むこ産下される。仔虫

は淡色、右商の間堀田1を持ち、地中で植物の根を摂食する。成虫の吸汁

痕が材質劣化の原囚になることかある。全世界から14(}属約1,500種か知

られている。

比7化 “"ごαsyのαβD1stant はカシ ミルの針葉樹林で Ce〆′fs dβodの" や

ヨーロッパ トウヒなどの小枝や幹に産卵するが、高密度寄生の小キ老木は

産卵の傷痕により枯死することがある。

(4)ツノゼ ミ科 M en・brscldae(treehoppers)

前胸背は大きく後方に長く伸び蜘、懲り、癌などの突起かあり奇妙な形

態をしている。跳躍できる。触角は複眼の前方下から生じ、多数節から

なる。単眼は 2個。後」田1基節は横長。葉や枝に群棲あるいは列棲し吸汁
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する。蜜を分泌しアリと共生する種類もいる。花柄につくと開花結実を 

阻害することもあるが、一般に被害は微弱である。全世界から約320属 

約2,400種が記録されている。 

0xyr/wchts tarandiお Fabricius は大型（7 -10mm）でアフリカ、南 

アシアに分布し、Cassia siarnea, Albizia, Acacia, Da/bergia, Prosopis 

などの双子葉植物の新梢で吸汁する。成虫は新梢に矢筈模様の切れ目を 

つくり産卵する。被害枝は萎れたり枯れる。仔虫と成虫は蜜を分泌し、 

アリと共生する。北インドでは年5世代。本属には木種以外に材木を加 

害する数種が記録されている。0teonotus oneenteパWalker はイント、 

スリランカで各種の双子菜植物の葉上で生活するが、ピャクダンに9 -

3 月に多く寄生することがある。0 sp はガーナでTerimna/za ivoren-
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図-12 0t:onotus sp 

左 コ口ニー 中‘仔虫右成虫（Wagne「 らより） 

sisの苗木の新梢に発生する。Gengain mixta Buckton はSJunea 515S00 

の当年枝で吸汁する。Coccosterpl2us tuberculate留Motschulsky は南イ 

ンドとスリランカに分布し、 ビャクダン、Albizた，Barnngtonea, 

Eeythroxj吻it などの新梢で吸汁する。卵は新梢の表皮を傷つlナタリ状に 

産トされる。アリと共生し、南インドでは年3 世代以！トを繰リ返す。 

-146ー 

する。蜜を分泌しアリと共生する種類もいる。花柄につくと開花結実を
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約2,400種が記録されている。
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つくり産卵する。被害枝は萎れたり枯れる。仔虫と成虫は蜜を分泌し、

アリと共生する。北インドでは年 5世代。本属には木種以外に材木を加

害 す る数種 が 記録 されてい る。αβ伽 oれ‘s o'2の惚れ侍 Walker はイ ン ト、

スリランカで各種の双子葉植物の菜上で生活するが、ビャクダンに 9 ~

3 月に多 く寄生す ることがある。 o sp はガーナで 71"〃??'?α卿 ?のγの抄

図 一 72 0tlonotus sp ・

左 コロニー 中 :仔虫 右 成虫 (Wagner らより)

s捲の苗木の新梢 に発生す る。 Gの苔の惚 m?緒α Buckton は Sルの eαふるふりo

の 当年枝で吸汁 す る。 Coccosfeゆね郷 なあげα"破婚 Motschulsky は南イ

ン ド と ス リ ラ ン カ に分 布 し、 ビ ャ ク ダ ン、 AZ脱げα, βα“?'?淳の"",

&っ′すわり卸ゎ〃などの新梢で吸汁する。卵は新梢の表皮を傷つけ列状に

産下される。アリと共生し、南インドでは年 3 阻代以上を繰り返す。
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(5）オオョコパイ科Tettigellidae 

小型、細長い。触角は毛状て複眼間前方に生する。甲眼は2稚L 後脚 

の脛節は2軌列をそなえる。前翅は少し硬化し光沢ある色彩をそなえる。 

横歩きや跳躍てきる。全て食植性で口吻を刺し込み吸汁する。病気を媒 

介するものがいる。 

⑥ミミズク科Ledridae 

前科に似るが、触角は複眼から離れ上方に生じ、頭部前方は薄く葉片 

状で下面がしばしば凹む。人型種もいる。食植性で吸汁性。 

(7）ョコハイ科C1cade!lidae (leafhoppers) 

小型で細く、単眼は頭項の縁か頭項と顔との境に位置する。腫節は角 

張らず、後脚では歯や棟列を欠く。前胸背と小楯板は簡単。食植性、I吸 

汁性て病気を媒介する種類もいる。前2科（(5)(6)） とともにョコバイー上 

科(Cicadelloiclea) に属し、全世界から約1,500属20,000種が知られて 

いる。 

Pekeloceplwla 管rilinea Walker はスリランカ、イント、 ミャンマ 

ーに分布し、双子菜樹木の菜で吸汁し、ビャクダンに普通、常に各態の 

J 

I j-J3 PetaIocephaia nigrthnea 

左雌成虫（体長9 '-'lSmm）中‘仔虫（体長7 ~8 mm) 

右，樹皮の卵(Beeson より） 
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(5)オオヨコバイ科 Tett・gellidae

小型、細長い。触角は毛状て複眼間前方に生ずる。単眼は 2個。後脚

の腰節は 2卵陳列をそなえる。前遡は少し硬化し光沢ある色彩をそなえる。

横歩きや跳躍てきる。全て食植性で口吻を刺し込み吸汁する。病気を媒

介するものがいる。

(6)ミミズク科 Ledrldae

前科に似るが、触角は複眼から離縁L上方に生じ、頭部前方は薄く葉片

状で下面がしばしば凹む。人型種もいる。食槌性で吸H性:。

(7)ヨコバ イ科 C1cadellidae(leafhopper

小型で細く、単眼は頭頂の愚か頭頂と顔との境に位置する。腫節は角

張らず、後脚では歯や鮫列を欠く。前胸背と小楯板は簡単。食植性、吸

汁性て病気を媒介する種類もいる。前 2料 ((5)(6))とともにヨコバイ上

科 (C1cadelloldea)に属 し、全世界から約 1,500嵐 20,000種が知られて

い る。

PerdoceP 殻マ奴・gzgr"*e α Wrall(er は ス リラ ンカ、 イ ン ド、 ミャ ンマ

ーに分布し、双子葉樹木の菜で吸キトし、ビャクダンに普通、常に各態の

5‐ , 卵

図 一 73 Peta′ocepha ′a nigr山nea

友 雌成虫(体長 9~13mm) 中 .仔虫(体長 7~8mm)

右 ;樹皮の卵 (Beeson より)
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ものか見られ、 2~4 月、 8 ~1(現 に個体数が多い。成虫は新梢で吸汁

し、そこに 7~ 9卵を産下する。 1端の抱卵数は約 120切り。準FA仔虫は風

に飛ばされて分散 し、葉で吸汁する。南インドでは年 3世代。激しい被

告木はスパイク病様の寿状となって新柏か萎れて枯れるか、枯死を免れ

た新和iiは短く天狗粟状になる。 3年生木は 3か月で、苗木や幼木では速

や かにキー1Iれ る。ノ編も′rs′7mm!s Lethierry は各種 の双 「東樹木 の吸収性

害虫で南インドてはビャクタンに普通に見られる。4F3 世代、 7~9 月

に成虫か多い。ビャクダン・スパイク病のマイコプラズマを媒介する昆

虫として知られている。椛病木は葉が丈がり小さくなり、枯死するか枝

が分岐 して大狗巣」入になる。 Acropo “"w 可膨れ K1rlくaldy は南イ ン ド

の ビ ャ ク ダ ンや Cm7f た′〃“?,Prey 〆o卿 ml,Web87 復, 為 zyp無 !s な どの 双

子葉樹木る凄普通で、被告を受けたビャクダンは綾小化し、葉は房状にな

る。 イン トでは疑わcけど“‘ばたり7櫛形 Lethierry とヱ cもめβ可な Lethlerry

がマンコの害虫として知られている。前者は小形のヨコパイで灰褐色、

夜行性で花柄、業柄、小枝に産卵する。成虫は花や葉で吸;一′する。発育

は 早 く、 好 条イ′FT{ で は 2 週 間 で卵 か ら成 虫 にな る。 Ledrops?s r′の‐

m′mm 市中 Laidjaw はイ ン トで Acqcm じ師edm の新梢 に解か る。成虫

は 11~13n1m 、仔 虫 は扇平でカイガラムシに似 る。脳ひoれ!""/b′′??〔!cm〃/"

Distant はイントてヒャクダンの新和与につき、年中いるが 5~ 7月に特

に多い。成虫の体長は 5 ~6mm 。激 しい被害木はスパイク病症状になる。

図 一 74Moonia aibimaculata

左 .雌成虫 右 雄成虫(体長 5~6mm)

(Beeson より)
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(8）ピワハゴロモ科（シタベニハゴロモ科）Fulgoridae (lantern flies) 

小型ないし大型。美麗な色彩の種が多い。頭部は丸いか突出する。触 

角は3節で複眼の下から生じ、 1 糸をそなえる。単眼は普通2個で複眼 

の下が近くの穴にある。後脚艦節には棘をそなえる。全世界から約120 

属700種が知られている。亜熱帯と熱帯に種類が多い。食植性。 

(9）ヒロズアシブトウンカ科Eurybrachidae 

シタベニハゴロモ科に似るが、非常に幅広い前頭を持つことで区別で 

きる。日本には生息しないが、オーストラリア区、東洋区、ェチオピア 

区に多く、31属180種が知られている。 

オーストラリアに生息するPaりbmchys spp．はユーカリ類の株に産 

卵し、仔虫は木に登り吸汁する。Eurybrachys 勿men tosa Fabricius は 

インドとパキスタンにいて、各種の双子葉植物の葉や新梢に止り吸汁す 

る。 1世代は約119日で、卵は葉や新梢に白綿を被った卵形の卵塊とし 

て産下される。ビャクダンにもつき、激害木では葉が落ち新梢力畔古れる。 

⑩ハゴロモ科Ricaniidae 

中庸の大きさ。頭部は幅広く前胸背よりわずかに狭く、中胸背は大形 

で背面に隆起する。翅は大きく、多くの翅脈があり、前翅の前縁部には 

横脈をそなえる。後脚深節の第1節は短い。全世界から14属360種が知 

られ、熱帯に種類が多い。吸汁性。 

Rican.た ルnestra加Fabriaius はインドに分布し、ピャクダンなどの 

双子葉植物の多汁部分で吸汁する。卵は新梢に産み込まれる。仔虫は白 

緑色で尾部に1対の綿状刷毛をそなえている。 

(11）アオバハゴロモ科Flatidae 

頭部は狭い。中胸背は大形。翅は静止時には屋根状にほとんど垂直に 

畳まれる。亜熱帯、熱帯に多い。食植性で吸汁する。全世界から212属 
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(8)ビワハ ゴロモ科 (シタベニハ ゴロモ科 )Fulgo 「idae(lantern flies)

小型ないし大型。美麗な色彩の種が多い。頭部は丸いか突出する。触

角は3節で複眼の下から生じ、 1糸をそなえる。単眼は普通 2個で複眼

の下が近くの穴にある。後膿1肥≦節には疎をそなえる。全世界から約120

届700種が知られている。亜熱帯と熱帯に種類が多い。食植性。

(9)ヒロズアシプ トウンカ科 Eurybrachidae

シタベニハゴロモ科に似るが、非常に幅広い前頭を持つことで区別で

きる。 FI本には生息しないが、オース トラリア区、東洋区、エチオピア

区に多く、31属 180種が知られている。

オース トラリアに生息するP如かb報じ妙s spp. はユーカリ類の株に産

卵 し、仔虫は木 に登 り吸汁す る。段のみ削ご/りぼか '?ei7′osα Fal)ricius は

インドとパキスタンにいて、各種の双子葉植物の葉や新梢に止り吸キトす

る。 1世代は約119日で、卵は葉や新梢に白綿を被った卵形の卵塊とし

て産下される。ビャクダンにもつき、激害木では葉が落ち新不肖が枯れる。

(lo)ハ ゴロモ科 Ricaniidae

中庸の大きさ。頭部は幅広く前胸背よりわずかに狭く、中胸背は大形

で背面に隆起する。超は大きく、多くの遡脈があり、前想の前緑部には

横脈をそなえる。後脚徐節の第 1節は短い。全世界から14属360種が知

られ、熱帯に種類が多い。吸汁性。

尺′cm2畝たれ郎Zmm Fabriaiusはインドに分布 し、ビャクダンなどの

双子葉植物の多汁部分で吸汁する。卵は新梢に産み込まれる。仔虫は白

緑色で尾部に 1対の綿状刷毛をそなえている。

(11)アオパハゴロモ科 F1atidae

頭部は狭い。中胸背は大形。遡は静止=序には屋根状にほとんど垂直に

畳まれる。亜熱帯、熱帯に多い。食植性で吸キートする。全世界から212届
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約1,000種が知られている。 

Fla危ルγrugaなFabricius はインドとパキスタンに分布する淡緑色 

のハゴロモで双子葉植物につき多食性で、ピャクダンやチークにつく。 

成虫は新梢に傷をつけ産卵する。南インドでは年3世代、 7 -8 月に多 

い。Salurnたma,苫indlia Gu6rin-M己neville は、インドとパキスタンに 

分布し、竹やビャクダンその他の樹木につき、樹皮や新梢に傷をつけ1 

卵ずつ産下する。産卵部位は膨らむ。仔虫は白緑色で後方にオレンジ色 

と緑色の、側方には白色の縦帯があり、後方には白色綿状の刷毛を1対 

そなえる。 

(1 キジラミ科Psyllidae (jumping plantlices, suckers) 

成虫はセミを小さくした形状で、跳躍する。頭項は額と明らかに区分 

され 単眼は普通3個。口吻は3節で脚の基節間に伸びる。後脚は跳躍 

に適する。翅は膜質で少数の翅脈がある。前翅の径脈、中脈、肘脈はい 

ずれも分岐する。仔虫は毛、蟻質に被われる種類が多い。葉、新梢、花、 

蕾に群生して吸汁するが、虫えいをつくるものもいる。全世界から約 

150属1,300種が知られている。 

Diclidophlebia eastopi VondracekとD. harri.soni Osianyaはナイ-7 

》
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比
・
h
 加

i
 
戸
 

t 1-75 Diclidophiebia eastopi 

左：被害葉 中：仔虫 右：成虫（体長約2.7 mm) 

(wagner らより） 
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約 1,000種が知られている。

FZ餌αたγれ蝦ほ如 Fabricius はインドとパキスタンに分布する淡緑色

のハゴロモで双 ‐葉植物につき多食性で、ビャクダンやチークにつく。

成虫は新梢に傷をつけ産卵する。南インドでは年 3世代、 7~8 月に多

い。 Sq夕げ72禽テ“"増加 e‘如 Guをrin‐M きnevilleは、 イン ドとパ キスタンに

分布 し、竹やビャクダンその他の樹木につき、樹皮や新梢に傷をつけ 1

卵ずつ産下する。産卵部位は膨らむ。仔虫は白緑色で後方にオレンジ色

と緑色の、ィ則方にはFI色の縦帯があり、後方には白色綿状の刷毛を 1対

そなえる。

(1のキジラミ科 Psyllidae (jumping plantlices,sucker

‐成虫はセミを小さくした形状で、跳躍する。頭頂は額と明らかに区分

きれ、単眼は普通 3個。□吻は 3節で脚の基節間に伸びる。後脚は跳躍

に適する。超は膜質で少数の遡脈がある。前週の径脈、中脈、肘脈はい

ずれも分岐する。仔虫は毛、蝋質に被われる種類が多い。葉、新梢、花、

奮に群生して吸汁するが、虫えいをつくるものもいる。全世界から約

150属 1,300種が知られている。

Dた′〆〆のた誇る加 数s‘op!Vondracek とD. 卿“禽o露 osianya はナイジ

図一 75 Dic′idoph′ebia eastop ー

左 :被害葉 中 :仔虫 右 :成虫 (体長約2,7mm)

(wagner らより)
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エリア、ガーナ、象牙海岸で7ソゆんchiton scienゆ（Yb れに普通の害虫で 

ある。卵は淡白色、円筒形、0.4mm長。D. eastoj,i は主脈に産卵し、特 

周日葉の葉柄近くに多く、若葉にも産むが、D. har,・isoniで は若葉の葉 

縁に多く産む。仔虫は透明な蟻物質に覆われ、 1 コロニーに10-20個体 

がいる。 5齢を経過する。成虫はセミに似て体長約2.5mm、透明で金属 

的であるが、D．加rrisoniは黄～褐色。 1世代は3 -4 週問。苗畑で被 

害が多く、被害葉は葉縁が巻き込み黄変あるいは掲変し、激しい被害木 

は先枯れ、歪曲、萌芽状になる。Heteropsytla cubana Crawfordはギン 

×ノ 

図-76 左：キジラミ科成虫（CSIROよ り） 

右： Heteropsylla cubana 

上：前翅 下：後翅(Brown & Hodkinson より） 

ネム類の有名な害虫で、原産地は中米であるが、大洋州、東南アジア、 

南アジア、アフリカに分布を広げ、沖縄にも侵入している。台風が分散 

を助けたとの説がある。インドネシアでは生物防除にテントウムシを利 

用している。Cerotrioza sp．はインドでS/iaルa robus加の新梢の葉表先 

端の主脈に虫えいをつくる。モンスーン期に多い。Euphaler1バ vit/atus 

Crawford はインドとパキスタンでCassなノistuムにつく。越冬卵は樹皮 
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ェリア、ガーナ、象牙海岸で万物わc雇わ〃 sc‘8〆ゆ卸‘〃〃に普通の害虫で

あ る。卵 は淡 白色、円筒形、 0.4mm 長。 D.8"sfoか は主脈 に産卵 し、特

に旧葉の葉柄近 くに多く、若葉にも産むが、丑 徹 rγなom では若葉の柴

緑に多く産む。仔虫は透明な轍物質に覆われ、 1コロニーに10~20ィ固体

がいる。 5齢を経過する。成虫はセミに似て体長約2.5mm、透明で金属

的であるが、D. 卿“なo矧ごま黄 ~ 褐色。 1世代は 3~4 週間。苗畑で被

害が多く、被害葉は葉縁が巻き込み黄変あるいは褐変し、激しい被害木

は先枯れ、歪曲、萌芽状になる。品効e知り卸物 α‘卿72αCrawford はギン

　　　　　　　
　　　　　
、、 .

ミ＼き

図 一 76 左 :キジラミ科成虫(CS-ROより)
右 :Hete 「opsy"acubana

上 :前麹 下 :後麹 (Brown&Hodkinson より)

ネム類の有名な害虫で、原産地は中米であるが、大洋州、東南アジア、

南アジア、アフリカに分布を広げ、沖縄にも侵入している。台風が分散

を助けたとの説がある。インドネシアでは生物防除にテントウムシを利

用 してい る。 C8〆蘭州ozα sp. はイン ドで 隊m 柁zz'℃無 s加 の新梢の葉表先

端の主脈 に虫えいをつ くる。モ ンスー ン期 に多い。 E7の/m/好雄 〃摺餌′rs

Crawford はインドとパキスタンで Cqss如月s無為につ く。越冬卵は樹皮
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の割れ目に産みつけられ、孵化仔虫は葉上に定着し、蜜と蝋物質を分泌 

する。 5 -8 月に4世代を繰リ返す。越冬卵以外の卵は葉、葉柄、芽に 

産みつけられる。被害葉は萎れるか天狗巣状になる。Megatrioza hir-

suルCrawford はインドに広く分布し、Ter,ninaiiaにつく。年2世代。 

卵は11月に寄生の樹皮に産下され、翌春孵化した仔虫は若葉に移動し、 

7月に成虫になる。この成虫は新梢や葉に産卵し、11月に再び新成虫が 

現れ、越冬卵を産む。仔虫は葉の縁を主脈に達するまで巻き込み、この 

中で生活する。この部分は膨らみピンク色か藤色になる。Trioza ノlet・ 

cheri Crawford はインドで7切'rn加aha tomenosa の害虫であるが、メ 

リナ、T.a承ma, Trewたnudiflora にもつく。卵は寄生の葉に1個ま 

たは卵塊で産下する。仔虫は葉上に白い密毛をもった小さな虫えいをつ 

くる。年多世代で虫えい内の仔虫で越冬する。苗畑での被害が問題にな 

る。この他にインドではPaurocep加Ia, Pauropsyhla, Phac叩ternが林木 

に寄 生する。 

⑩コナジラミ科 Aleyrodidae (Whitef lies) 

体は甚だ小さく1 - 3 mmで軟弱。成虫は白色を帯びた微蟻粉に覆われ 

るが、形態はキジラミに類似している。頭頂は額から区分されない。口 

吻は強く3節で頭の下面後方から生ずる。触角は普通7節でよく発達し 

ている。翅は2対ともに平らかわずかに屋根型に畳まれる。前翅は幅広 

く簡単な1翅脈をそなえる。卵は柄を持ち、軟らかい葉に輪状または一 

面に産下される。 1 齢仔虫は動くが、脱皮後は脚と触角を失う。仔虫は 

軟弱稲平な楕円形で蝋物質や綿に覆われるものが多く、カイガラムシに 

類似する。 

A leurocanthus nzangiferae Quaintance et Bakerはマンゴの葉上で 

吸汁する。本種以外のAんurocanthiバ やLa玩giella は竹につく。D' 

C伽‘rodes cirtri Ashmead は世界的な柑橘害虫であるが、センダンにも 

つく。 
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の割れ目に産みつけられ、号醇化仔虫は葉」二に定着し、蜜と蟻物質を分泌

する。 5~8 月に 4世代を繰 り返す。越冬卵以外の卵は葉、葉柄、芽に

産みつけられる。被害葉は萎れるか天狗巣状になる。肌増"かめ組 んケー

躍如 Crawford はイ ン ドに広 く分 布 し、 emzメフ?"{なにつ く。年 2世 代。

卵は11月に寄生の樹皮に産下され、翌春階化した仔虫は若葉に移動し、

7月に成虫になる。この成虫は新楠や葉に産卵し、11月に再び新成虫が

現れ、越冬卵を産む。仔虫は葉の緑を主脈に達するまで巻き込み、この

中で生活する。この部分は膨 らみピンク色か藤色になる。万海如 月錫‐

c〆zゼガ Crawford はイン ドで 718m2!“" な rome“osαの害虫であるが、 メ

リナ、 r. のブ““α,7 1だ w如 mm 扉 om に もつ く。卵 は寄生の葉に 1個 ま

たは卵塊で産下する。仔虫は葉上に白い密毛をもった小さな虫えいをつ

くる。年多世代で虫えい内の仔虫で越冬する。苗畑での被害が問題にな

る。 この他 にイン ドでは月α乙ぼりcゆ卿毎 月〃〃mpsy′超,錫 ?αcop毎鰯 が林木

に寄生する。

(1めコナジラミ科 Aieyrodidae(Whiteflies)

体は甚だ小さく1~3mm で軟弱。成虫は目色を帯びた微蝋粉に覆われ

るが、形態はキジラミに類似 している。頭頂は額から区分されない。 n

吻は強く3節で頭の下面後方から生ずる。触角は普通 7節でよく発達し

ている。地は 2対ともに平らかわずかに屋根型に畳まれる。前週は幅広

く簡単な 1遡脈をそなえる。卵は柄を持ち、軟らかい葉に輪状または一

面に産下される。 1齢仔虫は動くが、脱皮後は脚と触角を失う。仔虫は

軟弱周平な楕円形で蟻物質や綿に覆われるものが多く、カイガラムシに

類似する。

A@ 〃りm 川棚 s“2のぼ前 meQuaintance etBaker はマ ンゴの葉上 で

吸 汁 す る。 本種 以 外 の A‘gzぼり舶用 /ms や L"〆izg′〆如は竹 につ く。 DZ‐

“粥川霞s cかわすAs粥彫琢力ま÷世界的な柑橘害虫であるが、センダンにも

つ く。
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山）カサアブラムシ科 Adelgidae 

微小な無翅と有翅のアブラムシで、体は軟らかく楕円形、環節は明瞭 

でない。白色の綿状の糸や塊に覆われている。体の各環節の背面には1 

-2 横列の蝋板をそなえる。頭部は両側に3個の偽単眼をそなえる。脚 

は変化があり、徐節は小さく末端節には1 -2 本の爪がある。雌は産卵 

管を持っている。有翅虫は複眼と3個の単眼をそなえる。多型の昆虫で、 

有翅虫と無翅虫、単性虫と有性虫の各組合せがあり、複雑な生活史をも 

っている。松柏類の針葉。小枝や虫えい内に生息する。 8属50種が主と 

して」ヒ三ド球の温帯にいるが、オーストラリア、ニュージーランドに侵入 

定着した種類もいる。 

A 虚なes abた'/spiceae Stebbingは北インドとパキスタンに生息し、 

Picea smithたmをー次寄主にAbたtesp玩drow を二次寄生とする。越冬 

した幹母は先端の芽の基部に産卵する。仔虫は未開の針葉の基部や近く 

の枝で吸汁し、この場所に長さ約3 cm、緑色で成熟すると深紫色の球果 

状の虫えいを形成する。夏以降に有翅虫が虫えいから飛立ちモモにつき、 

綿状の蝋に覆われた無翅の単性生殖虫で数世代を繰り返す。トウヒの被 

害は激しく、被害木の成長はほとんど止る。被害モミは針葉が曲ったり、 

ヤニで東ねられる。 

（旧アブラムシ科 Aphididae (a加i山, plantlices) ! 

微小ないし小形。無翅あるいは有麹。触角は剛毛状で3 -6 節からな 

る。単眼は有翅虫で3個。口吻はよく発達し3 -4 節で長く、刺針はは 

なはだ長い。胸部は有翅虫では良く発達し1対の側瘤をそなえるが、無 

翅虫ではいくぶん腹部に癒着する。趣は分散型と一部の有翅虫の雄にあ 

り、普通屋根型かまれに平らに畳まれる。前翅は体と同じか長く、薄く 

透明か部分的に曇りわずかな翅脈を持っている。後翅は小形で翅脈も少 

ない。脚は細く有毛のものが多い。徐節は普通2節で爪は1対で得盤は 

ない。腹部の環節は不明瞭で、一般に蝋腺、背瘤、側瘤、毛や剛毛があ 
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(14)カサアブラムシ科 Adelgidae

微小な無麹と有地のアブラムシで、体は軟らかぐ楕円形、環節は1明瞭

でない。白色の綿状の糸や塊に覆われている。体の各票節の背而には 1

~2 横列の嫌板をそなえる。頭部は両側に3個の偽単眼をそなえる。脚

は変化があり、徐節は小さく末端節には 1~2 本の爪がある。雌は産卵

管を持っている。有理虫は複眼と 3個の単眼をそなえる。多型の昆虫で、

有遡虫と無想虫、単性虫と有性虫の各組合せがあり、複雑な生活史をも

っている。松柏類の針葉。小枝や虫えい内に生息する。 8属50種が主と

して北半球の温帯にいるが、オース トラリア、ニュージーランドに侵入

定着した種類 もいる。

Ade忽esの慶応汐に敵βStebbingは北イン ドとパキスタンに生息し、

脅cm 瀞贈物なれ〃を一次寄主にA板efgs〆〃のり乙ひを二次寄生とする。越冬

した幹母は先端の芽の基部に産卵する。仔虫は未開の針葉の慕部や近く

の枝で吸il・し、この場所に長さ約 3cm、緑色で成熟すると深紫色の球果

状の虫えいを形成する。夏以降に有遡虫が虫えいから飛立ちモモにつき、

綿状の蟻に覆われた無遡の単性生殖虫で数世代を繰り返す。トウヒの被

害は激しく、被害木の成長はほとんど止る。被害モミは針葉が曲ったり、

ヤニで束ねられる。

(鴎アブラムシ科 Aphididae (aphids,plantlices)

微小ないし小形。無地あるいは有地。触角は剛毛状で 3~6 節からな

る。単眼は有期虫で 3個。 u吻はよく発達し3~4 節で長 く、刺針はは

なはだ長い。胸部は有遡虫では良く発達し1対のイ則癌をそなえるが、無

期虫ではいくぶん腹部に癒着する。紐は分散型と一部の有遡虫の雄にあ

り、普通屋根型かまれに平らに畳まれる。前迎は体と同じか長く、薄く

透明か部分的に曇りわずかな遡脈を持っている。後超は小形で遡脈も少

ない。脚は細く有毛のものが多い。徐節は普通 2節で爪は 1対で裸盤は

ない。腹部の環節は不明瞭で、一般に蝋腺、背癌、ィ則糟、毛や剛毛があ
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り、角状管をそなえるものと欠くものとがある。この科もカサアブラム 

シと同様に複雑な生活史を持っている。全世界から350属3,500種が知ら 

れている。 

ハゼアブラムシ（Toxop彪ra odinae Van der Goot）はインドでは 

A naca rd/urn occiden加kの害虫でBischofis, Lannea, Sap/urn，マンゴ 

のほか各種の樹木の花序、枝や新梢で吸汁する。 ミカンクロアブラムシ 

(T. citricidus Kirkaldy）は南米を除く熱帯、亜熱帯各地に分布し、 

柑橘につきバイラス病を媒介する。まれに材木も加害し、ケニヤで苗畑 

のMaesopSた em訊iiの成長を阻害したことがある。コミカンアブラムシ 

(z aurantli Boyer de Foncolombe ）は熱帯から温帯各地に分布し、 

茶と柑橘類の害虫であるが、Celtis （花）,D21berg/a sおsoo,め2,gmm 

（小枝）,Flacourtia ramonたhi（新梢）,Mesua ルγrea（新梢）につ 

く。Baizongia pおtaciae Linnaeusはョーロッノぐ、アフリカ、インドに 

分布し、Pis忽Cな加tege,ガmaの若葉に長さ12-25cmの角状の虫えいを 

つくり、この中に白綿に覆われた1,000頭ほどの虫が入っている。乾燥 

した虫えいは薬用にも供せられる。モモアカアブラムシ（Myzz摺per-

sicae Suizer）は各地でモモに被害をあたえ、インドでは農作物やDal-

be,g彪S-issoo を含む樹木につき、多くのバイラス病を媒介する。 

Prociphilus m たheliae LambersはMichelia charn加ca の葉を巻き吸汁 

する。 

(1 ワタフキカイガラムシ科Margaroididae (gaiant coccids) 

雌は大型で円く、環節は明瞭、蝋に覆われている。複眼を欠くか偽眼 

をそなえる。脚は良く発達したものから消失したものまでいる。前脚は 

非常に大型で開掘脚になる。徐節は1-2 節。全世界から約50属250種 

が知られている。 

Drosic加 Sたbb1夢Green は日本のオオワラジカイガラムシに類似し、 

インドとパキスタンに分布する。マンゴとShorea robustaの害虫でAca-
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1)、角状管をそなえるものと欠くものとがある。この科もカサアブラム

シと同様に複雑な生活史を持っている。全世界から350属 3,500種が知ら

れている。

ハゼアブラムシ ( 伽ゆfgm o仏物α8Van der Goot) はインドでは

Amm'dim'2 0α緩靴′α‘gの 害 虫 で βおc無声 s, 乙の雛鍵 , 激 励““②,マ ン ゴ

のほか各種の樹木の花序、枝や新梢で吸汁する。ミカンクロアブラムシ

(r, ばかicidzfsKirkaldy) は南米を除 く熱帯、亜熱帯各地に分布 し、

柑橘につきバイラス病を媒介する。まれに材木も加害し、ケニヤで苗畑

の屑"esopsな gmimf の成長を阻害したことがある。コミカンアブラムシ

(丁."z‘mm ぎぼBoyer de Foncolombe ) は熱帯から温帯各地に分布し、

茶と柑橘 類の害 虫であるが、CeZ雄 (花 ),D 扇を増中 sissoo,Sツリ恋′てm

(小枝 ),F 加com同α 'mm “たねZ(新梢 ), 肌嫌脇花γ′m( 新梢) につ

く。β"迄の増加 かお如c如B Linnaeus は ヨー ロッパ、ア フ リカ、 イン ドに

分布 し、脅s超じ忽 "@′増勿“''?αの若葉に長さ12~25cm の角状の虫えいを

つ くり、この中に白綿に覆われた1,000頭ほどの虫が入っている。乾燥

した虫えいは薬用にも供せ られる。モモアカアブラムシ (MJ班ぼ Per

sなα8 sulzer) は各地でモモに被害をあたえ、インドでは農作物やDメー

bg堰忽 s鰯 oo を含 む樹木 につ き、多 くのバ イラス病 を媒介する。

Pmc 小脳Z縦 7〃た桜加 e Lambers は財たね〆如 c彰 '噂α鯛 の葉を巻き吸汁

す る。

(1のワタフキカイガラムシ科 Margaroididae(gaiant coccids)

雌には大型で円く、環節は明瞭、蝋に覆われている。複眼を欠くか偽眼

をそなえる。脚は良く発達したものから消失したものまでいる。前脚は

非常に大型で開堀脚になる。徐節は 1~2 節。全世界から約50属250種

が知られている。

Dms 北加 sfe姉 Z'嵯ぎGreenは日本のオオワラジカイガラムシに類似 し、

インドとパキスタンに分布する。マンゴとS物だzz〆物那加の害虫でAGQ‐
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cia,A chras,A乃たた，A rtocaゆl賀，BWea, C ゅressus,Ficus,カ哲たns, 

Mimz雄ops,Morus,P7ngam瓦jケosop島，2i2ツ，husなどにもつく。雌成 

虫は楕円形、体長は14~ 17mmの大型種で白粉に覆われる。卵は落葉中に 

卵莢として産みつけられる。雌仔虫は樹冠に這い上がり、葉、新梢、小 

枝で吸汁する。有翅の雄は赤と褐色で目は突出している。交尾した雌は 

地上に降り産卵したあと死ぬ。大量の蜜を分泌するので、煤病を併発す 

る。激しく被害を受けた樹木は新梢や小枝が枯死し、若木では奇形にな 

る。a mangiferae Green はインドとパキスタンに生息し、マンゴに 

多く、Shorea robus慨A ,勿caゆus, Ficus などにもつく。雌成虫は落 

葉層に産卵する。仔虫は下木で吸汁するが、後に雌は木に登る。 

⑩フクpカイガラムシ科 Eriococcidae (eriococcid mealy-bugs, 

gall-like cocci山） 

タマカイガラムシとも呼ばれ、雌成虫は楕円形、球形、半円形。表面 

は多様で軟らかいか皮革質または堅く、平滑か点刻をそなえるか，粉か 

綿様の蝋に覆われている。体環節はかなり明瞭なものから欠く種類まで 

ある。触角は痕跡的なものから6節からなるものまである。口吻は小さ 

く2節。脚を欠くものから正常に発達したものまでいる。臀片は普通欠 

く。雄成虫は偽単眼を5対そなえ、尾糸は2本、短い尾棘突起を1本そ 

なえる。全世界から約50属350種が知られている。 

En（ルocci昭araucariae Marshallはオーストラリア原産種であるが、 

熱帯、温帯に分布を広げた。各種のAraucaria につき吸汁する。雌は長 

卵形で黄色、細かい白か黄色の鞘の中にいる。雄は微小で白色の有翅虫 

である。蜜を排池するので煤病を併発させる。ケニヤで若木に群がり時 

に成長を低下させたり枯死させる重要害虫にされている。F. corたcells 

Maskell はユーカJ類の葉と小枝につき、雌成虫は薄く堅い白あるいは 

赤褐色の袋に入っている。煤病を併発する。激しい被害では落葉と被害 

部の枯死を生じ、幼木では枯れることもある。 
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c鶴 A 物 ms,A ‘る銘な ,A γわcの勿熔, β2胸 α,Cz 夢 セsszは, 霧 α娼, ル増加“s,

肌 i'mβo声 , 朋“格 ,P の噂α粥加,Prosqpag 教甥の棚 sなどに もつ く。雌成

虫は楕円形、体長は14~17mm の大型種で白粉に覆われる。卵は落葉中に

卵葵として産みつけられる。雌仔虫は樹冠に這い上がり、葉、新梢、小

枝で吸汁する。有理の嫌は赤と褐色で目は突出している。交尾した雌は

地上に降り産卵したあと死ぬ。大量の蜜を分泌するので、煤病を併発す

る。激しく被害を受けた樹木は新梢や小枝が枯死し、若木では奇形にな

る。 D.' “α72g脆 me Green はイ ン ドとパ キス タンに生息 し、マ ンゴに

多 く、 Sぬの惣α知る2娼加,A 〆わcのめ郡 , 野北郷 な どに もつ く。雌成虫は落

葉層に産卵する。仔虫は下木で吸汁するが、後に雌は木に登る。

(1のフ ク ロ カ イ ガ ラ ム シ科 Eriococcidae(eriococcid mealy-bugs,

gall-like coccids)

タマカイガラムシとも呼ばれ、雌成虫は楕円形、球形、半円形。表面

は多様で軟らかいか皮革質または堅く、平滑か点刻をそなえるか,粉か

綿様の蟻に覆われている。体環節はかなり明瞭なものから欠く種類まで

ある。触角は痕跡的なものから6節からなるものまである。口吻は小さ

く2節。脚を欠くものから正常に発達したものまでいる。皆片は普通欠

く。雄成虫は偽単眼を5対そなえ、尾糸は 2本、短い尾煉突起を1本そ

なえる。全世界から約50属 350種が知られている。

& あの cczfsの寵みにαγ如B Marshall はオース トラ リア原産種 であ るが、

熱帯、温帯に分布を広げた。各種のAm" 餌γな につき吸汁する。雌は長

卵形で黄色、細かい白か黄色の鞘の中にいる。雄は微小で白色の有地虫

である。蜜を排撤するので煤病を併発させる。ケニヤで若木に群がり時

に成長を低下させたり枯死させる重要害虫にされている。E. のγ加cの嬬

Maskellはユーカリ類の葉と小枝につき、雌成虫は薄く堅い白あるいは

赤褐色の袋に入っている。煤病を併発する。激しい被害では落葉と被害

部の枯死を生じ、幼木では枯れることもある。
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⑩コナカイガラムシ科 Pseudococcidae (mealy bugs) 

長楕円形。体は軟らかく、環節は明瞭で粉状か綿状の蝋で覆われ、こ 

れらはイ制則や後方で糸状に長くなっている。雌はよく発達した脚をそな 

える。触角は欠くか9 節からなる。全世界から約180属1,100種が知られ 

ている。 

Planococcoides 河atensおLaing はガーナでswollen shoot diseaseの 

媒介虫で、カカオに最も普通なコナカイガラムシである。チーク」 

Anacardiurn, Cass彪，Ceiba, Ficus, Khaya, L叩hira, Sterculia, 

Tarnarion漉胃，Term玩ahaなどの葉と果実で吸汁する。この虫はアリ 

‘グ 蕊 

白 

熱
 

働
 

疹一 

図-11 Planococcoides njalensis 

左：雌成虫（体長約2.1mm）右：雄成虫 

(Kaishoven より） 

と共生し、食害部はカートン・セルターによって覆われ、また倒木から 

生立木に運ばれる。I航flOCOCCUS citri Rossoは熟帯、亜熱帯各地に分布 

し、柑橘、カカオ、コーヒーの害虫であるが、ゴムノキ，Acacia, Al-

bizた，Anacardium, C'eiba, Nesogordonお，Stercuhia, Term加aha な 

どの葉にもつく。体は卵形で、黄色ないし金褐色で薄い蝋に覆われ、側 

方に糸状の房をそなえる。加害された新芽は葉がちじれ奇形となる。 
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(1めコナカイガラムシ科 Pseudococcidae(mealy bugs)

長楕円形。体は軟らかく、環節は明瞭で粉状か綿状の蝦で覆われ、こ

れらは体側や後方で糸状に長くなっている。雌はよく発達した脚をそな

える。触角は欠くか 9節からなる。全世界から約180属1,100種が知られ

て い る。

P如タmcoccofd 鉛 幼α膨れsas Laing はガーナで swollenshoot disease の

媒介虫で、カカオに最 も普通なコナカイガラムシである。チーク ,

A77αcαれ方z"“,C 広範ね ,CB 効α,Ficz 岱,K 湾α1yα,Lo めあの龍,s 彫れク〆鷲 ,

のの“僻め“dz儒,7 1のり煽れα‘如などの葉と果実で吸汁する。この虫はアリ

S
.

　
　
　
　
　
　　
　
　

　
　

.ペ
ザ′′ /fr. 一“ー

　 　 　　　 　　　　

図 一 77 P′anococcoides n ja′ensis

左 :雌成虫(体長約2.7mm) 右 :雄成虫

alshoven より)

と共生 し、食害部はカー トン・セルターによって覆われ、また倒木から

生立木に運ばれる。P加"oのccz岱 di“ Rosso は熱帯、亜熱帯各地に分布

し、柑橘、 カカオ、 コー ヒーの害虫であるが、 ゴムノキ,Ac 解熱 A ‘

厩幼α,A""c の億“'“,CB 論",MBsogiodo" 声,S 卿 沈毅α, 質のラフメタ筋‘ね な

どの葉にもつく。体は卵形で、黄色ないし金褐色で薄い蟻に覆われ、ィ則

方に糸状の房をそなえる。加害された新芽は葉がちじれ奇形となる。
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L1-7B Pltinococcus citri 

（体長約2. 9mm)(Kalshoven より） 

⑩カタカイガラムシ科 Coccidae (soft scales, scale insects) 

世代を通じ活動的であるが、まれに終齢で寄主に固着する。雌成虫は 

長楕円形で扁平かまたは半球形あるいは球形。体表面は革質で堅く平滑 

かあるいは粗面で蛾に覆われるものや裸体のものなど多様である。体環 

節は不明瞭。触角は欠くか小形あるいは7 -8 節。目は1対の偽単眼か 

らなる。口吻は短い。脚は欠いたり存在する。雄成虫は無翅か有麹で、 

偽単眼の数はまちまちである。尾突起は短く先端は尖らない。全世界か 

ら約90属1,000種が知られている。 

Coccl鳶 eん,2galtおSignoret は熱帯から温帯までと分布は広く、細長 

いカイガラムシでAcacia,Aibizた，Casua2軌α，Platan:バ，Ziyphl酋な 

ど多くの双子葉樹木につき吸汁する。C. virWis Greenは熱帯共通種で、 

コーヒー、柑橘、その他の永年作物の害虫であるが、ゴムノキ、マンゴ， 

7とbebuia つく。介殻は緑で扁平な卵形。ヒラタカタカイガラムシ 

(C.izesperidum Linnaeus）は全世界に広く分布し、特に温室に多い。 

多食性で各種の双子葉樹木と針葉樹につく。ルピーロウムシ（Cero-

plastes rubens Maskell）は熱帯東洋の原産種であるカ、 各地に侵入定着 

し、現在では世界共通種になっている。雌成虫は堅い小豆色の蟻で厚く 

覆われ、 4 -5m 。日本では果樹、緑化木など各種の樹木の葉面と小枝 
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図 一 78 P′anococcus citr;

(体長約2,9mm)(Kalshoven より)

(剛力タカイガラムシ科 Coccidae(soft scales,scale insects)

世代を通じ活動的であるが、まれに終齢で寄主に固着する。雌成虫は

長楕円形で周平かまたは半球形あるいは球形。体表面は革質で堅く平滑

かあるいは粗面で蛾に覆われるものや裸体のものなど多様である。体環

節は不明瞭。触角は欠くか小形あるいは 7~8 節。日は 1対の偽単眼か

らなる。 n吻は短い。脚は欠いたり存在する。雄成虫は無麹か有遡で、

偽単眼の数はまちまちである。尾突起は短く先端は尖らない。全世界か

ら約90属 1,000種が知られている。

Coccz揺 e加増雌雄 Signore日ま熱帯から温帯までと分布は広 く、細長

いカイガ ラム シで Ac"cm,AZ ろ"海,Cqs とrのす"",PZQ 如れ鷹 , 方砂のん〃sな

ど多くの双子葉樹木につき吸汁する。 C. 〃/“〆な Greenは熱帯共通種で、

コーヒー、柑橘、その他の永年作物の害虫であるが、ゴムノキ、マンゴ ,

7Zzわe卿なにつ く。介殻は緑で扇平な卵形。 ヒラタカタカイガラムシ

(C.庇助勢Zdzf'72Linnaeus) は全世界に広 く分布 し、特に温室に多い。

多食性で各種の双子葉樹木 と針葉樹につ く。ルビーロウムシ (Cのひ

P如縞BSγ≧あの?s Masken) は熱帯東洋の原産種であるが、各地に侵入定着

し、現在では世界共通種になっている。雌成虫は堅い小豆色の蟻で厚 く

覆われ、 4~5mm 。日本では果樹、緑化木など各種の樹木の葉面と′」・枝
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に寄生し、煤病を併発し被害は大きい。熱帯林でマンゴ、タラップ、 

Gin nam.omwn zeylanicwn につく。Eucaかinmた応fesselaliパ Signoret 

は多食性のカキカイガラムシで熱帯に分布し、各種の樹木の葉の裏面で 

吸汁する。 雌成虫の介殻は暗褐色、卵形で3 mm。マンゴ、ココヤシ、 

Syzygium cum加航 Gin namomum zeylanたurn が寄生として知られて 

いる。煤病を併発させる。A‘ん加mia ma功m Green はインド、ノぐキ 

スタン、マラヤから知られる大形のワタカイガラムシでAza或rachta 

玩dica、マンゴ、Morus alba, Zizyphu.s mauritiana につき、マラヤで 

は苗畑と幼齢造林地のゴムノキの重要害虫にされている。卵は白綿リボ 

ン状の卵莢に600- 900個産みつけられる。若仔虫は葉と新梢に群がる。 

煤病を併発する。ミドリワタカイガラムシ（P.1,sidii Mar山all ）は東 

洋の熱帯地域原産であるが、熟帯、亜熱帯に広く分布している。多食性 

で、柑橘類、コーヒーなどの永年作物、A rtocaip'U鳶 、マンゴ、ピャク 

ダン、A魂rasなど多くの樹木や灌木の葉、若枝、果実について吸汁す 

る。蜜を分布し煤病を併発する。雌成虫は楕円形で体長約4m、黄褐色 

ないし緑黄褐色で背面中央部に白粉をそなえる。Saissetia n智ra Niel・ 

ner は熱帯共通種で、マンゴ、チーク、 ゴムノキ、7初712玩alia, 

肋acardiurn, Galophyルrn, Ceiba, Ficus, Mon侃 Ulrnl応などの新 

梢や葉につき吸汁する。蜜を排出して煤病を併発させ、被害新梢はしば 

しば枯死する。マラヤでは苗畑と幼齢造林地の重要害虫になっている。 

S. coβ乞ae Walker は熱帯、亜熱帯各地に生息し、多食性で材木はビャ 

クダン、Term玩aIiaの葉と小枝につく。雌成虫は丸屋根形、黄褐色で 

光沢がある。Beesonia dひterocarpiはミャンマーでDゆterocaipIお 

加bercu なtus の 新梢に菊の花様の虫えいをつくる。この花弁にあたる根 

元の木化した中にそれぞれ3齢幼虫が入っている。雌成虫は膨れ、球形 

ないし卵形で長さ6 -l0imn、後方の表面に堅くキチン化し、前方は無色 

の膜状で後に暗色化して堅くなる。触角や口器を欠く。この特殊な形態 

によりカブラカイガラムシ科（Beesoniidae) に含められることがある。 
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に寄生 し、煤病を併発 し被害は大きい。熱帯林でマンゴ、タラップ、

C!“7247720'mm7 zの加 川 c"'“ に つ く。 Ezfm リリ'加須‘rs′esseぬれずs signoret

は多食性のカキカイガラムシで熱帯に分布し、各種の樹木の葉の裏面で

吸 fl・す る。雌成 虫の介殻 は暗 褐色、卵形 で 3mm 。マ ンゴ、 ココヤ シ、

Sッ瑚g!2‘“2 α′削効力,C! 〃""伽の“燭'2 2の'超川鍋荊 が寄生 と して知 られて

い る。煤病 を併 発 させ る。凸ぼり′72僻超 '“"霜772α Green はイ ン ド、パ キ

スタン、マラヤか ら知 られる大形のワタカイガラムシでAzα霞'徽cん加

初の鯛、マ ンゴ、肌の似s d 卿 , 為をヌめ廟娼 mm げ′f如“αにつ き、マ ラヤで

は苗畑と幼齢造林地のゴムノキの重要害虫にされている。卵は白綿リボ

ン状の卵葵に600~900 個産みつけられる。若仔虫は葉と新榊に群がる。

煤病を併発する。 ミドリワタカイガラムシ (P.Ps畝ZメMarshall ) は東

洋の熱帯地域原産であるが、熱帯、亜熱帯に広く分布している。多食性

で、柑橘類、 コー ヒーな どの永年作物、 Aγ/oGのめ腐侍 、マ ンゴ、 ビャク

ダン、Ac廟硲など多くの樹木や灘木の葉、砦枝、果実について吸汁す

る。蜜を分布し煤病を併発する。雌成虫は楕円形で体長約 4mm、黄褐色

ないし緑黄褐色で背面中央部に白粉をそなえる。S"〆ssg腐 れ窄惣 Niel‐

ner は 熱 帯 共 通 種 で、 マ ン ゴ、 チ ー ク、 ゴ ム ノ キ、 好′i““"‘な ,

A77"cm 霞〃“2,QZZO か毎 猿〃'@,Ce め", 疑 似 s, 媛 or婚 , びZ“z〃s な ど の 新

不肖や葉につき吸汁する。蜜を排出して煤病を併発させ、被害新梢はしば

しば枯死する。マラヤでは苗畑と幼齢造林地の重要害虫になっている。

S.c 切先αe Walker は熱帯、亜熱帯各地に生息し、多食性で材木はビャ

クダン、 71eγ772!72雄〆αの葉と小枝につ く。=竣成虫は丸屋根形、黄褐色で

光 沢 が あ る。β8esmzな 遊動のり餌 7カ月 ま ミ ャ ンマ ー で D中郷のcm かは

なめβ'℃〃毎な岱の新梢に菊の花様の虫えいをつくる。この花弁にあたる根

元の木化した中にそれぞれ 3齢幼虫が入っている。雌成虫は膨れ、球形

ないし卵形で長さ 6~1omm 、後方の表面に堅くキチン化し、前方は無色

の膜状で後に暗色化して堅くなる。触角や□器を欠く。この特殊な形態

によりカブラカイガラムシ科 (Beesoniidae) に含められることがある。
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IJ-19 Beesonia dipterocarpi 

左：虫痩右： 3齢雌（Beeson より） 

⑩フサカイガラムシ科 Asterolecaniidae (pit scales) 

小形、長楕円形で環節は不明瞭、総状か塊状の蝋物質に覆われている。 

口吻は短く1節。複眼はなく、脚は痕跡的かまたは欠く。臀片は普通に 

存在する。全世界から23属200種が知られている。 

タケフサカイガラムシ（Asteroんcanium 加mbusae Boisduval）は熱 

帯、亜熱帯に広く分布し、各種の竹の稈と稈鞘に寄生し、地際に多いが、 

密度が高くなると葉にも寄生する。介殻は広楕円形、長さ2 -2.5uun. 

背面はやや膨らむ。 

(21）マルカイガラムシ Diaspididae (armored scales) 

体は小形で単一の介殻の下に隠されているか、上面の強靭な介殻と下 

面の薄い介殻の中に入っている。介殻の形はまちまちで円形、長形、線 

状、蠣介殻状で、背面は平坦か隆起したり円錐形のものまであり、表面 

は平滑であったり隆起線をそなえるものもいる。色彩は白色、灰色、黄 

色、褐色、暗褐色、黒色など変化が多い。雄の介殻は小さく盤状か長形 

で淡色である。雌成虫の体環節は不明瞭で腹部の多くの環節は癒合し臀 

板を形成する。L 触角は欠くか痕跡的で、複眼と脚はなく、口吻は短い。 
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図 一 79 Beesonia dipterocarp;

左 :虫痩 右 :3 齢雌 (Beeson より)

@のフサカイガラムシ科 Asterolecaniidae(pit scales)

小形、長楕円形で環節は不明瞭、総状か塊状の蝋物質に覆われている。

ロ吻は短く1節。複眼はなく、脚は痕跡的かまたは欠く。腎片は普通に

存在する。全世界から23属 200種が知られている。

タケフサカイガラムシ (As彰m をcα鰭“'"彰雛彰燭"B Boisduval) は熱

帯、亜熱帯に広く分布し、各種の竹の稗と稗鞘に寄生し、地際に多いが、

密度が高くなると葉にも寄生する。介殻は広楕円形、長さ 2~2 ‐5mm、

背面はやや膨らむ。

御マルカイガラムシ Diaspididae (armored scales)

体は小形で単一の介殻の下に隠されているか、上面の強靭な介殻と下

面の薄い介殻の中に入っている。介殻の形はまちまちで円形、長形、線

状、螺介殻状で、背面は平坦か隆起したり円錐形のものまであり、表面

は平滑であったり隆起線をそなえるものもいる。色彩は白色、灰色、黄

色、褐色、暗褐色、黒色など変化が多い。雄の介殻は小さく盤状か長形

で淡色である。雌成虫の体環節は不明瞭で腹部の多くの環節は癒合し瞥

板を形成する。触角は欠くか痕跡的で、複眼と脚はなく、ロ吻は短い。
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雄は微小、無翅または有翅。触角はよく発達する。 3対の偽単眼がある。 

尾糸は2本、尾突起は細長い。全世界から約350属1,500種が知られてい 

る。 

ツバキマルカイガラムシ（Iたmiberlesた rapax Comstok ）はアフリ 

カ、アジア、オーストラリア、ョーロッパに生息し、果実害虫として各 

地で被害をあたえていて、Michelia C加m加ca, Ac‘にIa, Aieu安es, 

Ci・marnomurn, Grevillea, L ゆtos/iernum, S乞：h軌us, Ulnzus などの樹 

木にも寄生する。蜜を分布せず煤病ではない。ウスイロマルカイガラム 

シ（A功iodo加destruc加r Signort）は熱帯各地に生息し、ココナツ、 

バナナ、柑橘などの農作物の害虫であるが、マンゴ、Syzygiwn、 ゴム 

ノキ、クスノキの葉にも寄生する。葉の裏に密集した虫は黄色の斑点に 

見える。雌虫は介殻の下に産卵する。孵化幼虫は少し移動するか、風に 

よって他樹に分散する。雄は有翅である。Aonidieida orienta論 

New虻eadはアフリカからマラヤまでの熱帯各地に分布し、多食性で柑 

橘害虫として知られている。介殻は扁平でほぽ円筒形、直径1.6mm、黄 

色ないし赤褐色。マホガニー、Daibergia s漏oo, Cassia siamea,ビャク 

ダン、Butea, Chんγoxylon, Cocos, Cordia, Melia, Schんichera, 

Tanwrindus, Zizyphus、その他の各種灌木や小径庭園木の樹幹や枝に 

寄生し、時に葉、果実、種子にもつく。被害樹の葉は落ち枝の先から枯 

れて成長が阻害されるが、幼木では枯死する。 

1 -2 )力メムシ亜目（異翅亜目）Heteroptera 

(1）ツチカメムシ科 Cydnidae (Cydnid bugs, burrower bugs, ground 

bugs) 

小型ないし中庸の大きさ。触角は5節。口吻は4 節で短い。半翅鞘は 

腹部を完全に覆い、革質部はほIま三角形で不透明。前・中脚は開掘に適 

した形態となる。地上棲の種類もあるが土中や植物の根際などに生息す 
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雄は微小、無紐または有理。触角はよく発達する。 3対の偽単眼がある。

尾糸は 2本、尾突起は細長い。全世界から約350属 1,500種が知られてい

る。

ツバキマルカイガラムシ (月の〃あげをs忽 m声鷲 Comstok) はアフリ

カ、ア ジア、オース トラ リア、 ヨーロッパに生息 し、果実害虫 として各

地 で 被 害 を あ た え て い て、財た々 〆如 cたの叩α娘 ,A rcαc1α,A!2" “加s,

α粥 m“?の欄‘“2,G だ〆彼α, 乙ゆわゆ勿朋"“2, 能力翻せ岱, 調伽鷹 な どの樹

木にも寄生する。蜜を分布せず煤病ではない。ウスイロマルカイガラム

シ (A功おdo‘2‘s desf'・‘c≠oγ Signort) は熱 帯 各地 に生 息 し、 ココナ ツ、

バナナ、柑橘などの農作物の害虫であるが、マンゴ、$町郡βmz、ゴム

ノキ、クスノキの葉にも寄生する。葉の裏に密集した虫は黄色の斑点に

見える。雌虫は介殻の下に産卵する。購化幼虫は少し移動するか、風に

よ っ て 他樹 に分 散 す る。 雄 は有理 である。Ao'?〆〆‘〆如 or彩れ如熊

Newstead はアフリカからマラヤまでの熱帯各地に分布し、多食性で柑

橘害虫として知られている。介殻は周平でほぼ円筒形、直径 1.6mm、黄

色ない し赤褐色。マホガニー、 D認鰹増加 s嵐 oo,C"ss 敵 s忽mB", ビャク

ダ ン、 β"毎α, C秘のり幼'わ", Cocos, Cord 海, 崩ダe′敵, Sc触媒じたの協,

7姿“?"ずみ2感侍,履籾め卿岱、その他の各種潅木や小径庭園木の樹幹や枝に

寄生し、11都こ葉、果実、種子にもつく。被害樹の葉は落ち枝の先から枯

れて成長が阻害されるが、幼木では枯死する。

1ー 2) カメムシ亜目 (異迎亜目)Heteropter a

(1)ツチ カメムシ科 Cy(inidae(Cydnid bugs,burrower bugs,groulld

bugs)

小型ないし中庸の大きさ。触角は 5節。ロ吻は 4節で短い。半麹鞘は

腹部を完全に覆い、革質部はほぼ三角形で不透明。前・中脚は開掘に適

した形態となる。地上棲の種類もあるが土中や植物の機際などに生息す
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るものが多い。普通黒色であるが褐色や黒藍色で光沢の強い種類がいる。 

全世界から71属300種が知られ、熟帯に多い。 

Stibaroか儘 moなmli岱Schiodte が Crate・va roxgurghiiの葉上で吸汁す 

る。 

(2）キンカメムシ科 Scuteller這ae (Scuhtellerid bugs, shield bugs, 

shield-backed bugs) 

小型から大型。楯形ないし長形。小楯板は大きく腹部と翅の大部分を 

覆う。光沢の強い黒色、褐色、灰色、緑色、藍色、赤色、紫色などで特 

異な斑紋を形成し、いずれも美麗種である。頭部は小型、触角は5節。 

口吻は長く4 節。翅は静止の時には大型の小楯板の下に置かれ革質部の 

前縁のみ現われる。ー般に植物に寄食し、雌虫は卵と若虫を保護する。 

全世界から約100属400種が知られている。 

Ch;ysocoris sfollii WolffはEucalyptus carnalduたnsた，Conbretunz 

quadrang“彪reの葉や新梢で吸汁する。Solenosたthium rubropuncta飢ni 

はLagerstroemた ゆeciosaの新梢を害する。 

(3)カメムシ科 Pentatomidae (Pentatomid bugs,血ield bugs, stink 

bugs) 

中庸ないし大型、幅広い卵形ないし楯形。頭は小さくほぼ三角形。触 

角はよく発達し5節でまれに4節。前胸背は大きく三角形、基部で最大 

幅、側方にしばしば角をそなえる。翅はよく発達し、半超鞘は楔状部を 

欠き膜質部には革質部後端に平行に走る脈から多数の縦脈がでる。脚の 

爪の褥盤はよく発達している。小楯板は大形であるが腹部全体を覆うこ 

とはない。この科は植物の分布地に広く生息し、全世界から約400属 

5,000種が知られ、熱帯に多い。食草性と肉食性がある。野菜類、禾本 

科作物、豆類、果樹などの害虫を含む。またクチブトカメムシ類の様に 

鱗翅目幼虫や小昆虫を捕食する天敵虫もいる。 
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るものが多い。普通黒色であるが褐色や黒藍色で光沢の強い種類がいる。

全世界から71届 300種が知られ、熱帯に多い。

SZZ卿知り"s 7れo名か鑓岱 Schiodteが Cm 紬加 m蕉gm 部2ますの薬上で吸…一▲す

る。

(2)キ ンカ メム シ科 Scutelleridae(Scuhtellerid bugs,shield bugs,

shield-backed bugs)

小型から大型。楯形ないし長形。小楯板は大きく腹部と遡の大部分を

覆う。光沢の強い黒色、褐色、灰色、緑色、藍色、赤色、紫色などで特

異な斑紋を形成し、いずれも美麗種である。頭部は小型、触角は 5節。

口吻は長く4節。遡は静止の時には大型の小楯板の下に置かれ革質部の

前緑のみ現われる。・一般に植物に寄食し、雌虫は卵と若虫を保護する。

全世界から約100属400種が知られている。

Cねびsocoγ禽 繁o"〆〆Wolf 日ま及ばα収め′娼 cm枠破け"を7鎧お,C の'2b7可加 2

ダ""〆m72g" 如だの葉や新梢で吸汁す る。 So‘8"osfeZZz"‘加 溜ろフの声桝 cfq"〃"

は Lqge なカリのれ勿 ゆβdosαの新梢 を害する。

(3)カ メム シ科 Pentatomidae(Pentatomid bugs,shield bugs,stink

bug

中庸ないし大型、幅広い卵形ないし楯形。頭は小さくほぼ三角形。触

角はよく発達し5節でまれに 4節。前胸背は大きく三角形、基部で最大

幅、1則方にしばしば角をそなえる。麹はよく発達し、半遡鞘は襖状部を

欠き膜質部には革質脅"後端に平行に走る脈から多数の縦脈がでる。脚の

爪の標盤はよく発達している。小楯板は大形であるが腹部全体を覆うこ

とはない。この科は植物の分布地に広く生息し、全世界から約400属

5,000種が知られ、熱帯に多い。食草性と肉食性がある。野菜類、禾本

科作物、豆類、果樹などの害虫を含む。またクチブトカメムシ類の様に

鱗迎目幼虫や小昆虫を捕食する天敵虫もいる。
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Strackた crucigera Hahn はCrateva roxburgkiiの葉を、Piezodorus 

mbrofasciati昭Fabricius は Accicia mmgiurn の葉を、Tessarotoma 

javanh鮒 Thunberg はButea monosperma と＆hleichem frlYuRa の新 

梢を害する。 

(4）ヘリカメムシ科Coreidae (Coreid bugs, squash bugs, leaf・footed 

bugs) 

小型ないし大型で各種の形状であるが、いくぶん長形。一般に鈍色で 

あるが熱帯の種類は鮮明色である。体表面は堅い。触角は太く4 節。半 

翅鞘は革質部、爪状部と膜質部からなり膜質部には多数の翅脈がある。 

種類により後脚の腿節や腫節が著しく大きくなることがある。ほとんど 

の種類は草食性で重要作物害虫がいる。全世界に約450属1,800種が記録 

され、熱帯に種類が多い。 

An妙locnemおp加Sなna Fabricius の成虫は暗褐色で体長25mm～腿節 

が膨らみ雄では強い歯をそなえる。 1齢仔虫はアリに、 2齢ではカマキ 

、ー一~ 

こコ に 

つ ぐ 

つ こ 
o 、 

図-80 ,4noplocnemis phasiana 

左：仔虫中：雄成虫右：雌成虫（体長約2 2mm) 

低a島haven より） 
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SZ'郷 /物 c粥 c噌em Hahn は C7縫誇加 mぷ加増 /"〆の 葉 を、乃 ezoぼりγ凋

γ“あり塘 scれなは Fabricius は A 鯛 c彰 粥の増す"“⑦の 葉 を、 劣gss"'のゎ'〃"

忽肥れば郷 Thunberg は βzば如 朔oれoゆの洲αと 靴溺愛魂 gm かけz卿〃の新

梢を害する。

(4)ヘ リカ メム シ科 Coreidae(Coreid bugs,squash bugs,leaf‐footed

bugs)

小型ないし大型で各種の形状であるが、いくぶん長形。一般に鈍色で

あるが熱帯の種類は鮮明色である。体表面は堅い。触角は太く4節。半

迦鞘は革質部、爪状部と!陵質部からなり膜質部には多数の遡脈がある。

種類により後脚の腿節や雁節が著しく大きくなることがある。ほとんど

の種類は草食性で重要作物害虫がいる。全世界に約450属1,800種が記録

され、熱帯に種類が多い。

A"op あ伽 e“2ZSゑゐ僻忽〃"Fabricius の成虫は暗褐色で体長25mm。腿節

が膨らみ雄では強い歯をそなえる。 1齢仔虫はアリに、 2齢ではカマキ

図 一 80 Anoplocnemis phasiana

左:仔虫 中:雄成虫 右:雌成虫(体長約22mm)

(Ka-shovenより)
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リに似る。インドとパキスタンからジャワ、チーモルに分布し、各種植 

物の新梢・葉の液汁を吸い萎らせる。造林木ではチーク、A cac加man-

glum, Acrocaゆus fraxin加lius, Aegle marm 勿＆ Lannea coroman-

delica, Michelina c加mpaca, Lagerstroenzおspeciosa, Cassた声飢たなど 

を加害する。熱帯アフリカに分布するA. cmりゆesはAcac句Cass楓 

Khaya ，マンゴ、ユーカリ類、チークにつく。一般に被害は無視できる 

が、マラウイの激害木は生長量が低ドし、1 年生木では枯死したことが 

ある。Petilia caicar DallasはCasearia の葉を、Physomertお grOssゆes 

Fabricius は Acac臨niangium, Xylia xyんcaゆa, Thyrsostachys oliveri, 

Dendrocaたmi摺spp.,Bzmbusa arundinaceaの、Lゆ切1asj）おsemた0勿γ 

Jacoby はEuca加tus camaldulensおの新梢や葉で吸汁する。 

蝋 

」
繊
栽
W
“島 

、 

”跏 
'iw （体長約2 1mm) (Kalshoven より） 

(5）ナガカメムシ科 Lygaeidae (Lygaeid bugs, chinch bugs) 

小型から中庸の大きさ、長楕円形。触角は4節。口吻は4 節p 前脚は 

ときに捕獲脚となる。 半翅鞘は長い爪状部をそなえ、 膜質部は少数の縦 

脈をそなえる。一般に草食性であるが、肉食性のものもいる。全世界か 

ら476属約3,000種が記録されている。 

(6）ホシカメムシ科 Pyrrhocoridae (Pyrrhocotid bugs, red bugs, 

fire bugs) 

中庸ないし大型。暗色または鮮明色。触角は太く4節。口吻は長く4 
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リに似る。インドとパキスタンからジャワ、チーモルに分布 し、各種植

物 の新梢 ・葉の液汁 を吸い萎 らせ る。造林木ではチーク、 A 鯛 cね '72αれ‐

卵加 2,AcmG αゆ船 方α暖"効 "硲 ,A 軽 忽 伽僻 加 eZos,.乙α粥 28α の 鰯 m れ‐

dB靴α,M た彰 "〃α c卿“物α餌,乙αgの勤mB 粥禽ゆ沈め欄,C 餌s如月s愈血 など

を加害す る。熱帯アフリカに分布する A.c“'りめgsはA似cgs,C娠sれ

Kん卸α,マンゴ、ユーカリ類、チークにつ く。一般に被害は無視できる

が、マラウイの激害木は生長量が低下し、 1年生木では枯死したことが

あ る。 Pe概ね m たαγ Dallas は C硲 e附加の葉 を、 Pゆ sの"8れ岱 gmss ゆgs

Fabricius は Amc な “筋"gi"?“, ;〆加工γわc切り仏 Z乾期なos超c姦ツs oZあのぜ,

De 〃〆'のcα加'722俗 spp.,Bzz “2虎燭α α〆“"燐 "αα惣の 、 L ゆ わ加防 毒 sの〃たひわγ

Jacoby は一靴にα愈のれ熔c醐 2ddz‘‘e〃sZsの新柏や葉で吸汁する。

図 一 81 Physomerusgross ′Pes

(体長約27mm)(Kalshovenより)

(5)ナガカメムシ科 Lygaeidae (Lygaeid bugs,chinch bugs)

小型から中庸の大きさ、長楕円形。触角は 4節。口吻は 4節。前脚は

ときに捕獲脚となる。半迦鞘は長い爪状部をそなえ、膜質部は少数の縦

脈をそなえる。一般に草食性であるが、肉食性のものもいる。全世界か

ら476届約 3,000種が記録されている。

(6)ホ シ カ メ ム シ科 Pyrrhocoridae (Pyrrhocorid bugs,red bugs,

fire bug

中庸ないし大型。暗色または鮮明色。触角は太く4節。ロ吻は長く4
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節。翅は腹部末端を越えて延び、膜質部は2個の基室をそなえる。綿や 

その他の作物害虫を含み、世界各地に分布し、38属約300種が記録され 

ている。 

Dysderci岱 cmlgulati省Faレicius はインドとパキスタンからマラヤを 

経てオーストラリア区に分布し、Bombax ?na1thaガcumに集まり吸汁す 

る。Dsゆerstitios蹴's Fabriciusはアフリカに生息し、Cass加Sなmea~ 

ーカJ類、メリナ、チークにつく。 

(7）グンバイムシ科 Tingidae (Tingids, lace bugs) 

体は小さく扁平、頭部と前胸背ならびに半翅鞘は網目状になる。仔虫 

では棘をそなえることがある。触角は短く4節。口吻は短く4 節。前胸 

背は側方に拡がる。半翅鞘は腹部と等幅か著しく幅広となる。徐節は2 

節、褥盤を欠く。すべて草食性で葉裏で吸汁する。全世界から235属約 

L800種が記録されている。メリナにTingis beesoni Drakeがつく。 

2 ）アザミウマ目 Thysanoptera (thrips) 

体は細長い紡錘形。体長は0.5-10.0mmの小形。淡黄色か暗褐色ない 

し黒色。体表面は硬く、微細な皺や突起があり、縞状や網目状などの模 

様がある。頭部は下方が後方に向い、口器は前脚基節近くに位置する。 

触角は一般に数珠状で短く、静止時には前方に伸し、 4 -9 節からなる。 

口器は針状の口針になり、口錐と呼ばれる円錐形の鞘によって保持され 

る。これを植物体内に突き刺し汁液を吸収する。翅は細長く、翅脈の多 

くは退化し、周縁に房状の長縁毛をそなえる。長翅、短翅、無翅型があ 

る。徐節は1-2 節からなり、爪は椀型の節片に変化し、内部に膜質の 

胞嚢を畳み込んでいる。胞嚢の表面から滑り止めの粘着状の分泌液を出 

す。腹部は長く後方に細まり10節からなり、11節は痕跡的になる。熱帯 

から寒帯、水辺から砂漠までの広い生活圏を持っているが、熱帯に種類 
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節。週は腹部末端を越えて延び、膜質部は 2個の基室をそなえる。綿や

その他の作物害虫を含み、世界各地に分布し、38属約300種が記録され

て い る。

D跳ばe冗zfs ci7ば"如克岱 Fabricius はイ ン ドとパ キスタンか らマ ラヤ を

経てオース トラリア区に分布 し、βo“26伽 mα如卿“錫伽に集まり吸汁す

る。 D.s噂 87slすごfoszfsFabricius はアフ リカに生息 し、 C硲s如 郡伽 2節 ,ユ

ー カ リ類 、 メ リナ 、 チ ー ク につ く。

(7)グンバイムシ科 Tingidae(Tingids,lace bugs)

体は小さく扇平、頭部と前胸背ならびに半遡鞘は網目状になる。仔虫

では疎をそなえることがある。触角は短く4節。ロ吻は短く4節。前胸

背はイ則方に拡がる。半遡鞘は腹部と等幅か著しく幅広となる。徐節は 2

節、裾盤を欠く。すべて草食性で葉裏で吸汁する。全世界から235属約

1,800種が記録されている。メリナに“72g禽彰榔o鰭 Drake がつ く。

2) アザミウマ目 Thysanoptera(thrips)

体は細長い紡錘形。体長は0.5~10.o 脚の小形。淡黄色か暗褐色ない

し黒色。体表面は硬く、微細な鞍や突起があり、縞状や網目状などの模

様がある。頭部は下方が後方に向い、ロ器は前脚基節近くに位置する。

触角は一般に数珠状で短 く、静止時には前方に伸 し、 4~9 節からなる。

ロ器は針状のロ針になり、ロ錠と呼ばれる円錐形の鞘によって保持され

る。これを植物体内に突き刺し汁液を吸収する。麹は細長く、趨脈の多

くは退化し、周縁に房状の長縁毛をそなえる。長迎、短超、無趨型があ

る。徐節は 1~2 節からなり、爪は椀型の節片に変化し、内部に膜質の

胞嚢を畳み込んでいる。胞嚢の表面から滑り止めの粘着状の分泌液を出

す。腹部は長く後方に細まり10節からなり、11節は痕跡的になる。熱帯

から寒帯、水辺から砂漠までの広い生活圏を持っているが、熱帯に種類
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が豊富である。 

アザミウマ類は食植性の種類が多く、草本、木本植物の葉、花、若葉 

や果実の汁を吸収し、根部を加害するものもいる。加害を受けた部分は 

口針による傷と注入された唾液とにより周辺部が褐変する。産卵は植物 

組織を切り裂き1粒ずつ行う。孵化幼虫は直ちに摂食する。クダアザミ 

ウマ類では葉縁を巻き込んだり筒状の単純な虫えいをつくるものがいる。 

菌類、藻類、蘚苔類、朽木などを食餌とする種類もいる。一部のアザミ 

ウマ類にはダニ、カイガラムシ、アブラムシ、コナジラミなどの小節足 

動物の昆虫類の卵を食う天敵虫がいる。 

(1）アザミウマ科 Thripidae 

体は多少扇平、翅はいくぶん細長く先端に尖る。下方に湾曲した産卵 

管をそなえる。全世界から約200属1,500種が知られている。 

Rhゆiplwrothrips cruentatus Hoodはgrape-vine thrips と呼ばれて 

インドに広く分布し、ブドウ以外にも多く樹木を加害する。1雌は50卯 

以上に葉に産下し、 4 -6 日孵化し、幼虫期は11-25日で葉の裏面で吸 

汁する。 1 世代は14-33日で年5 -8 世代を繰リ返す。Isonenmthrips 

az信加傭Bagnはオーストラリアのユーカリ類の花に普通に見られる。 

(2）クダアザミウマ科 Phlaeothripidae 

翅には短毛がなく、翅脈を欠くか短く退化した縦脈をそなえる。腹部 

末端節は管状、産卵管を欠く。 

オーストラリアではアカシア類の葉に虫えいをつくるKIa而thrips 

spp．の他に月・oggattothr,s や Rho加んthripoides 属のものがA casたspp. 

につくと報告されている。 
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が豊富である。

アザミウマ類は食植性の種類が多く、草本、木本植物の葉、花、若葉

や果実の汁を吸収し、根部を加害するものもいる。加害を受けた部分は

口針による傷と注入された唾液とにより周辺部が褐変する。産卵は植物

組織を切り裂き1粒ずつ行う。駆化幼虫は直ちに摂食する。クダアザミ

ウマ類では葉縁を巻き込んだり筒状の単純な虫えいをつくるものがいる。

菌類、藻類、赫苔類、朽木などを食餌とする種類 もいる。一部のアザミ

ウマ類にはダニ、カイガラムシ、アブラムシ、コナジラミなどの小節足

動物の昆虫類の卵を食う天敵虫がいる。

(1)アザミウマ科 Thripidae

体は多少扇平、麹はいくぶん細長く先端に尖る。下方に湾曲した産卵

管をそなえる。全世界から約200属 1,500種が知られている。

Rためめたom が27ゆ s c“!鋤 伽 "s Hood は grape‐vine thrips と呼 ばれ て

インドに広く分布し、ブドウ以外にも多く樹木を加害する。 1雌は50卵

以上に葉に産下し、 4~6 R膳化 し、幼虫期は11~25 日で葉の裏面で吸

汁する。 1世代は14~33 日で年 5~8 世代を繰 り返す。鳶o〃e“'碑☆γめs

僻め徐偽 Bagn はオーストラリアのユーカリ類の花に普通に見られる。

(2)クダアザミウマ科 Phlaeothripidae

遡には短毛がなく、遡脈を欠くか短く退化した縦脈をそなえる。腹部

末端節は管状、産卵管を欠く。

オース トラリアではアカシア類の葉に虫えいをつくる K如〆o豹'ゆs

spp.の他 に局のg郡 #o豹'ゆsや 尺たop"‘o"zγめメdes属 の ものが Ams な spp.

につくと報告されている。
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